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＜病棟連絡事項＞

・11/3集合写真のレイアウトがWIZ掲示されています。各自確認して下さい。
・田中Dr.の勤務での変更あり、下記の通りとなっています。

　11/2(月)日勤（9:30頃出勤されます）※診察する予定

　11/3(火)日勤・当直

　11/4(水)日勤（15:45頃帰られます）
・午前中西病棟Aユニットの電気が点灯せず、庶務へ連絡しています。

＜患者様連絡事項＞

・井畑　芳則様～本日14:00より生保担当者が意向確認のため面会予定となっています。
・下村　光子様～11/5(木)14:00から本人・家族・保健所職員・Ns・PSWで面談予定となっています。

・大橋　京子様～退院前に荷物を持ち帰りたいとの事で本日外出されています。退院後の通院については主治医より不要との指示があります。また生命保険の診断書作成希望あり、昨日申込用紙を医事へ提出しています。作成後は郵送することになっています。入院費は11/2(月)に支払いするとの事です。

・高柳　和子様～便秘時ピコスルファートNa内用液1本処方となっています。

・下川戸　長司様～臨時薬同内容にて14日分処方となっています。
・村山　吾朗様～臨時薬同内容にて14日分処方となっています。

・船田　泰子様～臨時薬同内容にて14日分処方となっています。

・泉川　ケイ子様～下腿疼痛時芍薬甘草湯が10回分処方となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・中居　松男様～にやつき、小躍りするなどの行動あり、夜間も浅眠で経過しています。日中も唐突に大声をあげる様子もありますが一時的であり、他者への影響もありません。診察にて薬剤追加となっていますが、不穏時は頓服薬の使用も促していきましょう。レストラン移動時、階段を降りる際にスリッパが脱げそうになる為、見守りもしくはエレベーターの使用をお願いします。
・神田　直樹様～大久保貴之様に追いかけられた為に不満を訴えることがあります。本日は対象患者様とのトラブルはなく経過しています。奇異な言動も聞かれている事から診察時、主治医へ情報提供していきましょう。
・八木田　勝則様～神田直樹様と共に大久保貴之様に対する言動聞かれています。夜間も対象患者様を気にして眠れなかったと話していますが日課やプログラムへの支障はありません。
・阿部　文香様～昨日作業療法室にて他患者様に自身の事を話されていると思い易怒的となる場面がありました。本日は話しかけありますが切り上げは早く易怒性もありません。気分変動がある事から突発的な行動や他者とのトラブルに注意しましょう。
・久保　興介様～作業療法は不調を訴え途中退席しています。その後母様へ電話をかけていますが、何が言いたかったのかわからなかったとのことで母様より折り返し連絡がありました。まとまりのなさや奇異な行動見られていることから精神症状の観察と適宜頓服薬の使用を促していきましょう。
＜安ケ平Dr.患者様診察情報＞

・藤井　純子様～減薬により眠れなくて辛い、焦りが出てきてしまうと訴えあり、次回定期薬よりセパゾン1T→2Tに増量となっています。
・中居　松男様～気分高揚、夜間の浅眠について情報提供し、本日より臨時薬オランザピン(2.5)1Tが追加、以後定期となっています。

・中山　真由美様～本人よりレボトミンを減らして欲しいと希望あり、次回定期よりレボトミン(5)6T→3Tへ減薬となります。シアノコバラミン点眼液2本処方となっています。
・野田　敏治様～不穏時リスペリドン内用液10回分処方となっています。

・續石　啓介様～臨時薬ボラザG軟膏7日分、エキザルベ1本処方となっています。

